第５学年　道徳科学習指導案

１　主題名　　郷土岡崎のために（Ｃ　伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度）
２　教　材　　「三河男児の歌」　出典「夢をつむいだ人々」　岡崎市教育委員会
３　主題設定の理由
（１）子どもの実態について
　４年生までに、子どもたちは自分の住む学区について、また徳川家康や本多光太郎といった郷土の偉人について学んできた。学区のことを知って愛着をもち、世界的に有名な人物が生まれた岡崎に対して、少なからず思いをもっているようである。しかし、今住んでいる岡崎の町のことを、子どもたちはどれくらいほこりに思っているだろうか。学校外に出て道を歩き、ごみが落ちていても気にも留めない。毎朝ボランティアで立ってくださる学区の人に対するあいさつの声は小さいと言われる。身近な環境の保護、地域の人との触れ合いなど、その機会は年々減っているようである。同じ土地に暮らす人たちによって住む場所が守られているから、自分たちは生活できることに気付くことが必要であると感じる。また、学区だけでなく、岡崎も長い年月と歴史の中で多くの人の手によって支えられてきたからこそ、今の発展した町があることを理解する必要がある。そして、大人になっていく自分たちが未来の岡崎を守り、発展させる担い手であることを自覚して、今後生活していくことを願う。
（２）道徳的価値について
「ふるさとを大切に」と言われても、そこにずっと住んでいる者にとっては、ふるさとにあるものは当たり前に身近にあり、その良さや価値に気づくことは難しい。むしろ、自分の住んでいない土地と比較してうらやましがったり、今の環境をなげいたりする機会の方が多いかもしれない。家にいながら多くの情報を得られる現代、その場所にわざわざ行かなくても情報だけで十分満足してしまう。そのため、身近なふるさとの場所ですら実際に目で見たり触れたりする機会は少なく、魅力や良さを実感することができない。同じ土地で暮らしている人々のつながりは薄くなっており、子どもたちが周りの人から住んでいる場所について聞いたり知ったりする機会も少なくなっている。かつて、歴史があり自然環境にも恵まれたこの土地を誇りに思い、郷土の人々を励ました人物の存在を知ることで、岡崎を「自分のふるさと」として目を向け、良さを見つけていこうと郷土愛の心情が育つきっかけとしたい。
（３）教材について
志賀重昂は郷土・岡崎の偉人としてはどちらかというとあまり有名ではないと思われる。そのため、子どもたちも名前を聞いただけではどのような人か想像することが困難であろう。しかし、この資料は東公園に志賀重昂の石像や歌碑があることから始まっており、自分たちになじみのある東公園にそのような物があったとは、と、新鮮な驚きと共に興味関心が高まるであろう。また、父と子の会話文を通して、志賀重昂の人生や功績、特に岡崎にかかわることが、子どもにもわかりやすい言葉で簡潔にまとめられている。志賀重孝と岡崎とのつながりや重昂の郷土を大切にする思いが、資料で紹介された行動や言葉で十分に理解できる内容となっている。郷土の偉人について知識を深めると共にその思いに触れることができ、本主題で用いるのにふさわしい資料である。
（４）豊かな心とたくましさを育むための手だて
　①かかわり合うための心を育てるために
・考える視点を明確にする発問
資料の中から志賀重昂の行動や言葉が書かれている部分に注目させ、そこから重昂の思いや心情について考えるように発問する。考える視点を絞って発問することで、多面的・多角的な意見が出るようにしたい。
②かかわり合うための技を育てるために
・登場人物の言葉による意見発表と相互指名
自分の言葉で意見を言うことが苦手な子が意見を言いやすいように、重昂の言葉として意見を言うようにする。せりふを考えるようにとらえることで、意欲的に取り組めるようにしたい。また、活発な意見交換を促すために、相互指名を取り入れて多くの意見を聞けるようにしたい。
　③個を見つめ、伸ばす評価をするために
・事前アンケートと終末のノート記述から
　授業の前に、「岡崎の良いところ・自慢できるところは？」というアンケート調査を行う。その結果をもとに、郷土に対して興味関心の低い子どもを抽出して変容を追う。授業後の終末に書かれた記述内容から郷土に対して思いの高まり、特に今後の自分の生活や生き方で生かせる具体的な方法まで書けた子どもを認め、伸ばしていきたい。

４　本時の目標
①世界中を旅した志賀重昂が、郷土岡崎の自然や先人の功績にほこりをもち、岡崎の人たちを励まそうとした思いに気付く。
②先人の思いに触れ、岡崎市民としての誇りをもって生活しようとする心情を養う。

５　本時の展開
	段階
	児童の活動
	教師の活動

	導入
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整理
(7)
	１　志賀重昂という岡崎の偉人を知っていますか。


・こんな人がいたなんて知らなかった。
・東公園に銅像があるんだ。
・三河男児の歌って、どんな歌なのかな。
２　ふるさと岡崎を大切に思う心について考えよう

３　志賀重昂はふるさとのためにどんなことをしましたか。



・三河男児の歌を書いて三河の人を励ました。
・岡崎の学生を東京でお世話してあげた。
・岡崎の人をたくさん応援してくれた。
４　志賀重昂の行動に、どのような願いや思いがこめられていたのだろう。


〔三河男児の歌を書いて発表した〕
・昔の偉人のように苦しくても頑張ろう。
・あきらめずに前を向いて頑張ってほしい。
・昔からの豊かな自然が見守っている。
〔東京で岡崎出身の学生をお世話した〕
・岡崎の人に頑張ってほしい。
・岡崎出身の若者に立派な人になってほしい。
・同じ故郷の者同士、助け合っていこう。
[日本の良さを本に書いて発表した]
・日本には日本の良さがある。
・日本がだめと思わないでほしい。
５　重昂さんは、今の自分たちにどのような言葉をかけてくれるだろうか。



・もっと岡崎の町を立派にしていってほしい。
・立派な大人になれるように頑張りなさい。
・ふるさと岡崎の自然や伝統を守っていってほしい。
・日本をもっと良い国にしてほしい。
・自分たちのふるさとを大切にしてください。
・苦しくてもあきらめてはいけないよ。

６　重昂さんの思いを受け継いで、私たちにできることは何ですか。



・岡崎のことをもっと知って、岡崎の良さをたくさんに人に伝えていく。⇒イベントに参加する
・岡崎の歴史と伝統を守っていく。
・岡崎の自然を守るために、環境を大切にする。
　⇒ゴミを捨てない、環境を考えた生活
・同じふるさとの人を大切に、仲良くして助け合っていく。⇒地域の人とコミュニケーションをとる
	・興味関心を高めるために、志賀重昂の銅像のパネルと、肖像写真と三河男児の歌の石碑の写真を提示する。
・パネルと写真について紹介してから資料を範読する。
・注目する部分を明確にするために、重昂の郷土のためを思った行動を取り出して発問につなげる。
　（手だて①）
・多くの意見を共有できるように、相互指名を行って連続した意見発表を促す。
　（手だて②）
・重昂の思いを把握できるように「人に向けられた思い」と「郷土に向けられた思い」に分けて板書する。


・重昂の心情に沿った意見を書きやすいように、写真に吹き出しのついたワークシートを利用し、重昂のセリフとして意見を書けるようにする。（手だて②）
・指名順を考える手だてとするために，意見を座席表に記入する。
・ノートに考えを書く時間をとり、机間指導しながら子どもの考えを把握する。
・机間指導の中で、具体的な活動や行動を取り入れた意見が書けるよう個別に声をかける。
・具体的な活動や行動を取り入れた意見をもっている子どもを意図的に指名して発表させ、全体に広める。（手だて③）




６　評　価
①資料に書かれている行動や言葉から、志賀重昂の郷土に対する思いや願いを豊かに想像し、今を生きる自分たちにも、その願いや思いがつながっていることに気づくことができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（活動4、５の記述、発言から）
②志賀重昂の思いを受け継ぎ、郷土を大切に思い、郷土のために自分にできることを見つめながら生活していこうとする気持ちを高めることができたか。
[bookmark: _GoBack]（活動6の発言，ノートから）













７　板書計画
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